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3

、
’

る
.資
本
ホ
義
的
社
會
組
織
を
禝
し
て
、
社
會
主
義
的
®

經
濟
的
耍
.素
は
極
め
て
强
調
せ
ら
，れ
、
唯

「

自
己
保
存
ニ 

會
紐
織
J

樹
立
す
る
こ
ミ
が
是
認
さ
る
、
に
は
、
後

潜

と1
自
己
书
張」

が
相
矛
盾
織
着
.す
.る
時
に
、
•资
者
の
力 

が
前
者
ょ
6
:も
ょ
り
ょ
き
紕
會
飢
織
に
し
て
、
ょ&
ょ

說

が

精

神

的
¥ ;
棄
の
强
大
な
る
を
意
識
せ
し
む
る
な& 

ぐ
文
化
價
脩
の
發
规
に
貢
獻
あ
る
こ̂:
を

認

識

せ

ら

れ

斯

如

く

觀

濟

隨.要
素
が
人
生
全
般
に
對
し
て
强
大
次

.

ざ
る
べ
か
ら
す
0

:

ノ

卜

.

'

\

る
力
を
有
す
る
M

故
^
、
生
產
手
段
の
進
化
は
社
會
全 

§

.

w

H
l
n
n
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o

r

l

e

l
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I
:

般
の
進
化
發
展
を
期
僚
し
、
社
#
紙
織
の
改
造
は
生
產

\

手
段
の
如
何
に
依
つ
て
左
右
さ
る
。

-
.

，唯
吾
人
の
精
神
的
製
索
は
、
時
に
楚
等
.の
生
產
平
段

. 

佳
.

(

堺
利
彥
氏
譯
木
に
據
れ
”

。
，
}

.
\

: 

1

0

,
パ-

.

■ 

..

佘
は
こ 

> 

に
本
輸
文
を
完
了
せ
ん
^

欲
す
。
菩
人
は 

マ
：ル
タ
ス
の
所
說
を
眺
め
、
或
襌
の
唯
物
論
#

の
誇
大 

な

ダ

こ

ど

を

知

れ

-
^

:0
然

れ

で

も

凡

そ

人

類

の

歷

史

中
 

: r

の
根
本
に
極
め
て
有
方
な
る
は
經
濟
的
要
素
な
る

.

J

 

ど
論
な
し
。

如
何
な
る
人
類
も

s

己
を
愛
せ
ざ
る
者
な
ぐ
、
か
V
 

る

自

愛

に「

向
巳
保
存」

ご
ぅ
向
己
主
張

」

の
一
一
方
商̂
;
 

し
。
そ.が「

ぼ
己
保
存
し
を
偏
愛
^

る
時
ば
本
能
的
衝
動 

生
活
た
る
ビ
理
性
的
自
_

意
思
の
生
活
た
る
.を
問
は
ず

と
沒
交
渉
に
一
向
に
文
化
债
做
實
现，
の

た

め

に

努

力

す
 

5

こv
j

あ
b

o

.
此
の
！r

の「

氣
己
主
張」

は
遂
に
經
濟
的 

要
素
、
換
言
す
れ
ば
凰
會
の
多
數
奪
の
力
を
以
つ
て
す 

る
S

M

も
#

何
.と
も
な
G

能
は
ざ
る
な
り
。̂」

れ
！

的
要
素
の
最
大
な
ろ.
强
哝
な
り
ビ
す。

.
然
乍
ら
人
類
發
殷
の
歷
史
は
生
產
手
段
の
如
何
に
依 

_
.つ
て
&

然
科
學
的
因
果
#

に
侬
つ
て
の
み
形
成
^

る
， 

.
も
の
に
*

ら
ず
。.
文

化

價

値

を

實

現

せ

ん

'̂
す

る

目

的
 

論
.的
考
察
忙
侬
っ
て
.、
觀
察
さ
れ
、‘
又
こ
れ
に
依
つ
て

其
：の
經
_

的
發
臊
も
精
_

的
發
腻
も
是
正
：さ.る
，
ベ
く
、，

こ
、
に
道
德
律
の
存
措
を
認
識
し
、
歷
史
土0 :
偉

人

を.  

渴
仰
す
る
に
至̂

な
^V。

.

,'
:
斯
しV

本

論

交

、
の

當

初

0;
K

的

た

：る

經

濟

的

此

觀

.
論 

の
■

値
、
即
ち
之
れ
ビ
寒
化
«

値
心
0

關
係
如
何
に
關
，

\

 

し
、て
、
略
々
論
爽
せ
^

^

#

0̂
,

;■
':
'

.

.

.

.

.
飜
つ
て
本
論
文
ゼ
起
# :
:

せ
る
時
ゼ
思
ふ
に
，
す
で
に 

數
ヶ
月
を
||
3

'
み
し
、
徒
ら
に
冗
漫
办
議
論
を
弄
し
說
か
.

： 

.
る
べ
き
®

點
を
逸
し
去
.れ
る
こ
ゼ
多
ぎ
を
恐
る
々
唯
余j 

.
1

個
^

し
て
見
れ
ば
>
、余
自
身
が
経
濟
史
的
硏
究
の
態
一 

度
を
明
確
に
し
、
整
f

、
多
様
多
端
な
る
社
會
事
象 

を
硏
究
す
各
，理
»
的
根
據
を
幾
分
な
仏
ヒ
も
把
扼
し
得 

1

た
る
點
.に
就
で
->

必
^

ぬ
も
徙
勞
«

*

ざ
り
し
こ
ビ
、

\ 

9

0

.

唯
他
H

苒
.び
：此
の
親
の
研
究
に
充
分
な
る
是
:I
E
 

を
加
へ\

し
、
.
足
ら
ざ
る
を
補
足
す
る
の
機
あ
•ら
ん
こ
ミ 

を
期
す
。
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ヵ
ー
九
旧
稿
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補
H
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'

‘
同

盟

龍

H
.

の

原

因

に
■

.

關

ず

る

：

疑

問

(
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'

1,

■•
■
■.

根

、

本.
.

淸

，
六 

..' 

n
r  

-  

. 

:
: 

:
:•

今
、
を
の
意
見
を
簡
單
に
紹
介
す
れ
は
、
先

つ

『

要 

之
、
若
がT

部

論
-#
の

言

の

^

-

、

■
赁
銀
算
定
法
に
じ 

.
て
其.
土
地
.、
其
時
に
於
け
る
物
價
の
昂
騰
率
に
比
例
す 

る
を
以
て
、.
其
必
要
條
件
な
り
ミ
假
定
せ
は
、
昨
年
十 

1

一
月
中.
一
般
賃
銀
は
大
體
次
.

§

如
き
引
上
を
な
す
を
以 

て
^
當
と
し』

；
云
々S
ぁ
れ
共
、
菩
人
の
第I

に
®
開 

€
ず
る
は
賴
膙_

^
坨
例
し
袞
ゼ
ビ
あ6
て
、
そ
の
反 

對
な
る
低
落
率
に
比
例
し
云
k々
度
外
視
す
る
こS
な 

t

こ
れ
に
關
じ
て
は
後
に
詳
述
す
，る
も
、
所

謂

r

部 

a

者
な
る

も

の
-̂

說
は
甚
し
き
偏
見
なb
 
S云
は
さ
る 

可
か
ら
す
、
页
に『

大
疋
七
年
十
！

一

月
中
妥
當
H
銀
の
簕 

足
法』

X

題

し

て『

即
ち
2
割
淑
分
の
値
上
ビ
な
す
を 

に
關
すA
疑
間 

m
十
二
缺
ー
〇
七



笫

十

三

(
M
s
g
l
y
,

雜
.

.

錄

.、同
暑
エ
没
因
|;
'

酿
す
冬
疑
問
，

'

笫
十
ニ
镪
一 
>
八 

庚
當
ビ
す』

と
の
結
輪
S

し

居

れ

所

謂

妥

當

賃

，
氏
、
薇
油
避
職
、
糞

、
：是

人

夫

、
下
f

下
女
の 

銀
の
算
定
法
な
る
も
の
は
玆
に
省
略
す
可
き
も
、
大
體
：

.東
京
市
に
於
け
る
®
銀
指
數
を
平
自
し
た
る
も
の
な
る 

に
於
て
は
、
前
記
'0
'物

價

歳

率
.
に比例するを以てが、

1

見
し
で
直
ち
に
知
.
る
如
<
、
そ
の
大
部
分
は
實 

原
則
ビ
な
し
た
る
も
0

な
ぅ
と
云
へ
は
十
言
に
し
て
足
'

に
工
場
外
職
人
な
b

ど
ず
、
未
だ
本
邦
^
は
國
勢
調
鸯 

る
、
從
て
そ
の
後
の
物
價
昂
騰
率
に
準
し
て
必
す
し
も
一
の
'ft

は
.れ
た
る
こ
こ
な
く
、
又
完
全
な
る
職
業
統
計
も 

: 2

勘
茁
分
弓
上
代
限
定
せ
ざ
.
る
は
勿
論
な
6

,

?
吾

人

は

|

具
備
せ
ら
れ
さ
る
が
故
に
、
只
槪
算
を
示
す
に
北
め
む 

^

れ
ょ
ヵ
仔
細
に
該
意
^

に
關
す
る
疑
間
を
列
擧
ち
?
.
，

全
國
に
於
け
る
小
作
農
は
八
西
三
十
四
萬
ニ
千
九 

，
同
時
に
：力
く
の
如
き
基
礎
;0
上
に
立
て
る
同
52
罷
エ
の
一
百
，四
人
、
漁
業
勞
働
翁
は
.
ー
百
|
ニ
十
九
寓
四
千
四
.西
七 

:

现
兩
次
る
も
の
が
、
不
合
遡
極
る
も
の
た
る
?:

明
白
；に

十

九

人

、
鑛
山
勞
働
满
は
四
十
三
萬
三
千
八
西
四
十
三 

.

せ
む
S

欲

す

、

第
：：

一
.
の«

_

慕

歷

中

賃

銀

：ど
稱
す
.

A

、•

私
設
.エ
場
勢
働
者
一
百
四
十
五
离
六
千
五
百
十
五 

-

る
も
ひ
'
は
米
&

、，
袋
物
職
、
和
雜
服
仕
立
職
、
經
師
職
一
人
、
官
設
エ
場
勞
働
者
は
十
ニ
萬
四
千
八
西
七
十
九
、 

左
i

B
職
、
#

木
職
、
機
織
戰
、
陶
器
■
轤
職
、
塗

師

職

を

算

し

、
を
の
合
計1

.

千

j

西
七
十
五
萬
ニ
千
六
；

s

ニ 

し
鈸
職
、染物職、木

_

、：'
大
|

、_

職
、「

屋
根
；

i
十
入
I

f

、
而
し
て
こ
の
外
に
i

場

法

の

螯 

.

職
、
揀
蒐
製
造
職
、
指
物
職
、
蠱
刺
職
、
建
具
職
、
石

.

を
受
け
ざ
る
小
企
業
勞
働
者
、•
商
店
員
、
徒
弟
を
初
め
、 

H

職
、
祖
木
職
、.
日

本

舉

職

、
.
下
駄
職
、
靴
職
、.
馬

.
水
上
勞
働
者
、
海
員
、
：人
足
、
堪
夫
竭
丁
、
M
C
.
T

鍛
冶

' «

、
綿

て

は

生

震

镞

の

一

定

せ
f

浮
動
的
勞
働
潘
も
あ
.

c
v

こ

れ

を

東

京

市
K

於
'げ
る
米
捣
以
下
：、
下

女

下

界

收
.
八

ビ
. «

す
る
も
の「

、
意
味
牟
は
澳
な
5

て
、
軍
に
、
 

に
車
る
四
十
種
：の
員
數
ミ
比
す
れ
は
、
，を
の
差
隔
は
餘：：

こ
れ
の
み
を
以
セ
直
ち
に
«
エ
の
平
均
收
入
の
全
部
ビ 

>

に
'
大
に
し
て
、
從
て
乙
れ
等
朿
京
市
に
於
け
る
四
十
な
す
ば
、
少
し
く
早
計
に
失
せ
る
も
の
ビ
云
ふ
可
し
、 

_

職
人
エ
の
平
均
賃
銀
§

の
如
&:

は
、
全
國
の
勞
卿
：

況
む
や
、
四
十
種
の
職
人H

中
に
在
り
て
も
そ
の
大
部 

問
題
の
：資
料
^

し
て
は
殆
む
ど
應
用
す
可
か
ら
ざ
る
小|

分
は
、
必
本
し
も
所
定
の
M

M

額
の
み
に
由
り
て
生
活 

■
親
模
の
範
圍
记
止
ま
る
も
の
ヒ
す
、
素
ょ
>

1

,
部
論
者
，

の
雛
易
を
決
し
#
可
き
も
の 
>

み
に
あ
ら
ず
、
若
し
下 

な
る
も
の
も
典
土
地
，
其
時
.に
於
け
る
物
價
昂
騰
率
云j

殳
の
«

双
が
B

f
 
€
假
定
し
て
、
そ
の
ご
一
割
五
分 

^

ヒ
限
定
し
あ
れ
共
、.
か
ぐ
の
如
き
肩
限
は
熱
狂
せ
：る

j

の
引
上
を
安
當
な
り
と
主
張
ず
る
も
、
曆
主
侧
に
於
で 

罷H

發
動
者
の
能
ぐ
留
意
す
る
所
ビ
な
る
や
否
や
大
に
へV

j

れ
に
應
サ
す
し
て
却
て
卞
女
を
»

»

し
、
又
は
ニ
人 

凝
な
&

能
は
す
、
否
、
時w

し
て
ば
こ
の
：局

限

を

承

知
ff
i

ff
l

せ
る
も
の
を
一
人
に
減
せ
ば
如
何
、：
所
謂
妥
當
賃 

.b
o

A

も
？
宣
傅
を
有
_

な
ら
し
ひ
ぷ
爲
め
に
故
意
に
：

銀
の
效
果
ば
何
處
£

あ
り
命
、
要
す
る
に
被
傭
及
ち
就 

い
こ
れ
を
曲
用
寸
る
も
の
^

な
き
に
あ
ら
ざ
る
可
レ
、
今

：

業
日
數
の
多
少
气
就
業
仲
數
の
多
少
气
換
言
尤
れ 

や
勞
働
間
題
の
前
途
颇
る
綷
易
«

ら
さ
る
も
の
あ
，る
に
一
は
勢
働
翁
の
總
計
が
實
際
の
生
活
問
題
を
決
す
る
も
の 

.

際
し
て
r

誤
々
て
好
曲
な
石
罷
エ
發
動
潘
の
爲
め
に
乘
に
し
て
、
戰
前
に
於
で
.
は
物
憤
低
廉
な
：=
0

も
、
こ
れ 

f

れ
れ
り
ビ
假
定
せ
ば
、
豈
.
を
の
不
用
意
.の
責
を
員
.
.
‘•£

同

時

に

不

景

氣

に

し

て

被

傭

就
業

：！！

數

及

び

^
:
數

も
 

ふ
：も

の
'
、
：
.

(一

部
論
#

の
如
き
”に
11
*

ま
6

む
や
，、
第
二
，

少
數
记
止
ま
り
し
^

反

^

^

自

下

は

物

價

も

騰

貴

し

た
 

疑
例
は
、
そ
の
平
均
貨
龈
，な
る
も
の
も
吾
人
の
.所

謂

實

れ

共

、
こ
れ
ミ
共
に
被
傭
就
‘業
件
數
及
び
W

數
も
蓊
し

,

第
十
三
卷(

|

1̂
^
ハ-四
.3£
>

雜
-

錄
亂
盟
亂
：
丄

.の
原
因
！！
關
す
る
疑
問
 

、

第
十
！一

酿
1

〇
九
'



> 

.

.

.

.
'
:
.
.

l.
':'
.
'
.
:
. 

.
;
-
.
r
-
.
. 

.

.

.

.

.

.
く
：
-
:
. 

.

. 

,. 

:.
 
.
 

f 

. 

“

. 

; 

- 

. 

... 

.r
 

;

谘
十
1

ー
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卷(

一
六
@-
0

雑
.

錄
‘

蹄
服
褪
ェ
0-
.
城
陶
1
2-關
す
る
疑
軋

く
增
加
し
た
ミ
せ
ば
、
’必
す
し
も
貸
®

の
引
上
を
待 

た
す
し
て
、
而
も
能
く
物
惯
騰
貴
に
對
抗
し
得
る
に
ゎ 

ら
す
や
、
こ
の
明
0

な
る
逍
现
を
考
獄
に
入
る
、
こ
ビ 

な
く
し
て
、
物
馏
の
騰
貴
せ
る
.一
力
ル
就
繼
1 :
の
歡
增 

せ
を
の
事
»

を
_

却
し
漫
然
で
し
：て
物
®

の
题
騰
率
R
 

比
例
す
る
i

ビ
の
み
^

奴
ヤ
賃
働
»:

定
.法

の

：
必

要

.
條

件 

S

な
す
が
如
ぎ
は
、：
猶
ハ
矾
究
の
餘
地
を
存
す
る
も
の 

k

A

ら
ざ
る
な
き
が
、
第
三
の
f

は
所
謂
物
憤
の
昂 

騰
率
な
.る
も
の
く
基
礎
ど
し
て
用
い
ら
れ
介
る
は
、
物 

'
價
揩
數
の
.平
均
な
る
が
、
そ
0-
-

物
偾
指
數
の
個
々
に
就 

て
點
檢
す
れ
は
米
、：
大
麥
、
裸
麥
、
：小
麥
、
.
大
哀
、
小 

S

，
食
鹽
、
淸
酒
、
微
油
、'
味

噌

、

茶

？

鰹

節

、
：
’
牛

肉
 

鷄
卵
、
牛
乳
、
梅
干
、
澤
庵
、
.:

和
&

藤

？
和
亦
砂
糖
：

?|

油
、
?r

炭
、'
•薪
、
木
炭
、.
藤
、
秣
草
、
美
濃
紙
、
半 

紙
、
干
艇
、
緋
摊
滓
ァ
汕
粕
の
五
十
二
純
な
れ
共
、
そ 

の
^
に
は
勞
儆
潑
の
賃
銀
と
對
照
す
る
杞
適
せ
ざ
る
も 

の
も
#
な
か
ら
す
、
、
.換
言
す
れ
は
、
勢
働
者
の
生
活
瞀 

料
办
程
度
內
容
ミ
は
餘
ヶ
に
交
涉
を
見
ぎ
る
も
の
な
き 

に
.
，あ

ら

ず

，

況

ひ

や

?'

物
傷
楷
數
の
平
均
S

賃
銀
指
數 

0:
:伞
均v

i
k

對
齡
す
る
"

に
當
む
て
、
を
の
起
®
點
た
る 

*'

準
年
度
に
於
て
は
、.
果
し
て
貨
銀
と
物
俊V

J
.

が
水
^
 

を
維
持
し
た
-
:
:
し̂
や
否
や
.
に
_

し
て
は
、
毫
も
說
明
す 

る
所
な
^
、
恰
も
を
の
水
準
を
確
認
し
居
る
が
如
き
觀 

あ
る
第
掛
の
疑
間
な
办
。

:/.
■

.
:
.
:
四
：
：

.
;

菩
人
«.

澉
で
云
は
.む

V
J

欲
す
、.
西
尺
竿
脱
|
步
を
進 

め
一
て
何
故
に
最
低
賃
銀
制
度
^J

主
張
せ
さ
る
乎
、
又
何

和
產
.繰
綿
、
洋
產
繰
綿
'
?紡
織
綿
絲
、.，
洋

產

璐

絲

、
：
晒

..

木
綿
"
.
洋
產
生
金
巾
、
晒
金
市
々
生
絲
、
茶
色
絹
、
：甲
.

故
に
勞
働
組
合
の
力
に
*

4

M -
銀
を
決
定
す
る
こ
ビ 

喪
絹
、
麻
、
.
藍
茧
、
.和
塊
鐵
、
、津
»

鐵

、
，
洋

釘

、
.
松

^

を

提

唱

せ

.
$
る

乎

、

.賃

銀

办

決

定

.を

以

て

勞

働

ヵ

S

要 

材
、
：杉
角
籾
、

.櫸
詞
材
、
樅
^

材
、.：

松
？
杉
、
崖

根

板

.供
給
の
交
渉
に
委
す
る
^

v

x

r日
の
：如
き
に
.
於
て
、
又

こ
れ
を
相
互
§
&

凼
契
約
祀
敗
任
す
る
現
制
度
の
下
に 

於
て
"
鰌
敢
て
妥
當
賃
锻
な
る
も
の
を
主
張
し
得
.る
か 

況
む
や
、
妥
常
貨
銀
ミ
云
ふ
が
如
き
は
そ
の
用
語
の
不 

徹
底
な
る
、
令
の
內
容
の
模
糊
た
る
、
求
め
て
人
の
誤 

解
を
招
く
も
0

に
ぁ
ら
ず
し
で
何
ぞ
や
、
叉
況
む
$
、
 

如
何
に
.せ
ば
を
の
所
謂
妥
當
賃
銀
«
る
も
の
を
要
求
し 

得
る
や
の
一
事
に
至
^:

て
ば
、
一
何
等
こ
れ
に
關
し
て
說 

明
す
.る
所
も
な
く
、
動
も
す
れ
は
同
盟
能
エ
に
.惡
用
せ
、
 

ら
る 
>

の
狀
あ
る
所
以
(-

必
ら
ず
や
、：
而
も
、
こ
れ
を 

善
用
す
る
.と
朦
用
ず
る
ど
に
拘
は
_ら
す
、
同
监
罷
エ
の

.

. 

ガ
に
由
り
て
こ
れ
を
要
求
し
#

る
も
の
は
可
な
り
、
勞 

働
力
の
性
質
上
集
刚
を
な
さ
ず
し
て
、

々
に
分
散
し 

こ
れ
を
耍
求
し
得
ざ
る
種
類
の
，勞
働
满
に
至
り
て
は
、
 

那
邊
に
向
つ
て
こ
れ
か
妥
常
の
*

現
を
期
し
得
名
や
、
‘

. 

サ
-ボ
タ
ー
ジ
を
以
て
す
れ
は
燊
方
の
«

#

者
忽
も
去
b
 

で
就
業
の
件
數
頓
に
«

せ
ひ
、
値
上
を
以
て
'す
る
も
を 

の
®

命
ば
略
等
し
か
ら
む
、
若
し
徙
ら
に
輕
擧
に
出
て 

$

$
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穴
四
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雜
.

錄
同
盟
嵇
X

©'
服

む
.
炉
、

,

V 

J

れ

が

爲

，め

に

は

就

業
m

數
ヒ
.
件
數
S

は
激
減 

‘
し
て
、
苦
心
'
の
.値
上
ば
そ
の
實
收
额
k

於
て
不
結
架
を 

生
せ
む
の
み
"

今
や
、勞
働
間
題
の
啓
蒙
期
に
際
し
て
、
 

安
價
«

る
勞
働
間
題
を
：：ロ
に
し
、
能
く
人
0

理
解
し
難 

|

き
貴
傲
引
上
論
を
.唱
ネ
る
も
の
；ぁ
ら
ば
、
s .
も
勞
働
間 

|
.

題
の
解
決
^
資
す
る
所
以
な
ら
ざ
る
の
み
な
ら
す
、
却 

て
そ
の
前
途
を
，壅
塞
し
そ
の
光
明
を
掩
ふ
も
のV

J

云
は 

j

、ざ
る
可
か
ら
ず
、
か
0.

新
聞
抑
刷
職
エ
の
:擧
が
如
何 

| 

:

に

世

の

同

情

を

失

：：.い

し

か

を

見

：て

思

牢

に

過

き

む

、

而 
|

も
、
妥
當
赏
銀
の
決
定
法
な
.
み
も
の
が
、
其
の
土
地
、

|

其
時
に
於
け
る
物
®

の
.
昴
騰
率
R

比
例
す
る
を
以
て
、

|

敦
必
恶
愉
件
な
り
ビ
な
す
以
上
は
フ
を
の
反
面
に
於
て 

一
成
？
興
土
地
、，*
^

k

於
け
る
物
憤
の
低
落
率
に
比
例 

し
て
，
,
引
T

く
る
の
.i

事
を
.も
併
せ
.1:

8?
容
せ
ざ
る
可 

f

t
 

•換
言
す
れ
は
ヽ
物
傷
低
落
ず
れ
は
賃
银
も
從 

て
低
落
す
を
5

を
f
c
異
議
办
る
可
か
ら
ざ
る
#
に
し
て 

果
し
て
然
ら
ば
、
勞
働
を
以
て
全
く
貨
物
の一

純
ど
な

卿
に
闕
す
る
疑
問 

第
十
ご
淑
一
一
一
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錄
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盥
褪
エ
の
僵
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す
る
疑
問
 

第

十

ニ

私

ニ

ニ 

す
の
^

輸
に
韵
*

せ
さ
る
な
き
ヵ
.、
力

く

の

兔

き

は

世
.引

續

き

戦

時

支

給

を

な

す

可

-

^

^

^

^

し

た

る

ヒ

も

母

t
i 努
.
-
- 
 ̂
^
 

t
v
r
•
^
i
a
n
, 

/ 

> 

k 

% 

k 

k 

■ 

■

界
の
大
勢
ビ
斷
し
て
一
致
す
可
か
ら
.ざ
る
時
代
錯
誤
の 

議
論
ど
な
す
可
し
、
し
か
の
み
な
ら
#
、

一
 

朝
に
じ
て 

,經
濟
界
.に
反
動
の
製
來
し
、'
物
價
'の
趨
勢
一
.度
び
逆
轉 

せ
ん
か
>
 
そ
の
妥
當
賃
銀
說
乃
ち
値
上
說
は
忽
ち
に
し
一 

て
海
解
し
忽
ち
に
し
て
浪
滅
せ
む
の
み
，
毫
も
永
久
的
一 

効
果
あ
る
も
の
'に
あ
6

ざ
る
な
-CV、
唯
^ '

れ
、
理
論
と

| 

し
て
は」

」

の
場
合
引
下
を
妥
當
ミ
せ
む
も
.、
勞
働
者
が 

乙
れ
を
承
認
せ
さ
る
時
は
如
何
に
し
て
を
の
間
に
處
す 

可
き
や
、
会
の
一
例
と
し
て
は
®
時
英
國
に
突
®
し
た 

る
鐵
遒
従
業
員
の
大
罷
槳
の
場
合
こ
れ
に
栩
當
す
可
し 

;
聞
く
所
に
依
れ
ば
英
國
鐵
道
從
業
員
の
要
求
な
る
も
の
.j
 

は
、
戦
時
特
別
チ
當
を
合
む
現
時
の
支
給
を
、
今
後
永
一 

久
に
繼
續
す
可
し
^

云
ふ
に
扭
れ
^

も
、
こ
れ
に
對
し 

て
英
_

政
府
は
本
年
十
ニ
-;
3

ー1
ー
十
一
日
ま
て
は
現
額
を 

支
給
し
、
そ
の
後
は
多
少
己
れ
を
引
下
く
る
心
な
る
4
 

若
し
物
價
に
し
て
今
日
以
下
に
低
落
せ
ざ
る
に
於
て
は

は

ら

す

、

鐵

道

從

業

員

は

®

く

ま

て

そ

の

主

張

を

固

執 

し

、

.
遂

に

他

界

未

曾

有

の

大

同

盟

罷

槳

に

及

べ

る

も

の
 

な

り

S
云

へ

り

、

乃

ち

今

所

謂

姿

當

賃

銀

な

る

も

の

は 

時

ヒ

し

て

は

そ

の

引

下

を

も

主

張

す

る

も

の

な

b 

Sせ 

ば

.、

.勞
饊

を

以V

商

品

親

す

る

.の
非

難

を

免

れ

す

、

又 

引

下

を

度

外

視

す

る

も

の

a

bと
せ

ば

妥

當

な

る

辭

R 

反

す

る

の

み

な

ら

す

、

而

も

引

下

を

勞

働

激

の

承

懿

せ 

ざ

る

こ

と

、

前

揭

英

國

鐵

道

從

業

員

に

於

け

る

が

如

き 

場

合

に

.立
至

ら

は

、

恐

ら

く

ル

策

の

施

す

所

ぁ

る

，
可

か
 

ら

ざ

る

な

り

、

こ

れ

豈

人

の

子

を

.齡
つ

て

無

解

決

、
晴
 

黑

の

裡

R
彷

徨

せ

し

む

る

も

の

に

ぁ

ら

ず

や

、

結

^

所
 

謂

妥

當

賃

鈒

說

な

.る
も

の

は.勞
働

«
そ

れ

^
身

の

；
怨
 

!i
を

蒙

る

が

如

き

奇

覯

を

M
す

る

こ

ヒ

*

<

む

は

幸
 

S
り

0

五

.

'

單
ね
漫
然
^

し
て
物
價
指
數
の
羅
均
を
揭
け
、
こ
れ

を
貸
銀
揩
數
と
對
照
し
ヤ
>

そ
0

不
及
部
分
を
充
足
し
、

.

物
價
指
數
，の
平
均.？
賃
銀
、指
數
の
率
均
と
か
水
準
を
保 

持
す
る
に
至
K
y
て
、
Z
れ
.を
妥
當
貨
銀
なK
yど
*

ぶ
も 

,'

の
.あ
ち
は
、
事
滤
頗
る
笳
單
な
々
と_

も
、：
眞
再
の
勢
： 

顧
運
#

の
喪
^ '

か
し
か
く
軍
純
な
る
も!0
に
あ
ら
す
、
.
一
 

又
'1
,

か
ぐ
*

物
的
に
«
す
名
も
の
に
あ
ら
ざる
は
何
人
.| 

も
容
易
に
知
り
得
る
所
な
免
も
货
も
，
本
邦
，の
現.

| 

.狱
に
：在
-
^
て
は
；勞
- «

問
] 8
.の
«

要
な
^

グ
じ
ビ
も
測
獨
に
一 

.

劣
ら
す
'
?
雖
も
ヽ
こ
れ
$
'
同
：時̂

產
.業
0

#

.逯
&

^'
'

閑

| 

部
す
可
か
も
す
”
こ
れ
を
闕
却
せ
ふ
か
遂
に
勞
働
問
窗
一 

. 0

爲
め
に
も
不
利
な
る
結
果
を
招
く
に
至
ら
む,:>

妄

ぅ

j 

.
に
&

働
掏
®

の
渦
中
に̂

M

'.
t

て
、
產
業
の
發
達
を
轾：| 

.
却
す
名
A

の
あ
^
'
ビ
せ
は
’

か
く
の
如
き
は.：吾
人
; 0

取

一
 

-

ら
^.

る
所
な
.り
、
' 

ー
況
：' ^

や
、
妥
當
賃
銀
說
のi n
き
も
, 

賃
銀
を
以
て
勞
働
カ
の
需
耍
供
給
關
係
に
由
て
決
定
す 

る
今
日
攸
於
て.は
、
實
際
上
に
幾
例
の
効
染
を
も
期
待‘ 

し
難
き
も
の
，に
し
て
、.M

れ
が
爲
め
R'
紛
餱
を
重
ね
就

業
數
を
減
ず
る
：こ
せ
も
あ
各
ば
ク
國
民
經
濟
上
そ
れ
だ 

け
の
損
决
务
る
を
覺
悟
せ
ぎ
る
可
か&
す
、
所
餘
勞
働 

者
に
取
^
，
て

も

賴

み

少
&
も
必.
に
し
て
、
特
に
產
業
の 

殷
賑
^
る
こ
ゼ
目
下
の
如
き
に
，際
じ
て
は
、
.勞
働
力
の 

需
藥
は
殆
む」

と
そ.
の
供
給
に.
幾
倍
す
可
く
、
從
て
實
收 

'の
寡
外
な.
る
a

由
：は
あ
レ
得
可
炉
ら
ず、
' 若
し
餘
b
R 

不

合

理
-̂
ら
ば.
こ
‘れ
を
去
て
fi
b
0

M
t

る
所
に
*

く
も 

可
^
り
、
勞
働
者
が
他
のpg
'M
fc
f t
し
て
有
利
'̂
る
地 

位
に
安
：む
し
つ
ゝ
あ
る
今
日
、
特
に
生
活
闽
雛

_
:の
«
め 

.
の「

み
:̂
て
：同.
«
罷
エ.
を
發
動
:'
!>

つ

、

あ

办

ミ

は

’

菩

人 

.
の

遂̂

首

肯:1
>
腹

は

％

名

所

な

ぢ

，

又

果

し

て

生

.活

凼
 

_

の
！
！
^
 f

と

せ

ぼ

、

.
i i
:

H
k
:t
o
>

て

收

め

得

た

；
る 

增

额

は

當

面
@
必
需
ぶ
差
佝
^
ら
れ
て
ヽ
左
し
允
る
餘 

_
.

も
あ
^
ざ
る
可
き
乾
な
:̂
に
、.
事

賞

.は

全

く

こ

れ

ミ
 

相
反
し
て
、
滔
々
相
维̂
，
て

豪

奢

成

金

の

流

風

.一.

世
を 

腿
す
る
の
狀
あ
る
は
何
故
ぞ
、
今
や
世
を
擧W.
て
、
同- 

盟
罷H

に
對
す
る
同
情
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